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論 文 内 容 の 要 旨
母子 関係の研究 は、心 理学 にお ける主要 なテーマの一つであ る。従来の研究 を概観 したとき、
母子 関係 にお ける子供 につ いての研究 が多 く認 め られるのに較 べ ると、母親 自身 にっいての心
理学 的研 究 は、精神分析的な研究を除いて ほとん ど行 われて こなか った ことを指摘 で きる。例
えば、 老人問題 の深刻 さか ら、最近 で は老年期 の研究 がかな りな され るよ うにな って きた。 し
か し、 発達心理学 において、主 と して とり上 げ られている人生 の時期 は、幼少年期 と青年期 で
あ り、成人期 につ いての研究 は少 ない。
また、心理学 の研究対象 は、男女差の研究 と して、特別 な断 り書 きが ない限 り男 性 で あ る。
女性 だけの問題 が心理学で と り上 げ られ るようにな ったのは、 フェ ミニ ズムの影響 が強 くな っ
て きた1980年代か らで ある。女性が母親 にな る妊娠 ・産褥期 は、女性 の発達 の最 も重 要 な移 行
期で ある と考 え られる。 それ に も関わ らず妊産婦 の心理学的研究 は1970年代 に はほとん どな さ
れて いなか った。 日本で はメデ ィカルスタ ッフで はないサイコロジス トによ る調査研究 が難 し
か った ことも関係 していた と考 え られ る。
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母子関係 は、言 うまで もな く最 も基本的な人 間関係で ある。母子 関係 には、子供 の気質 があ
る程度 まで影響す ると考え られ るものの、母親 の個性が よ り大 きな規定要 因であ ることを見逃
す ことはで きない。 しか し、従来 の母子 関係 の研究 は、子供の非適応 や行動異常 の原 因 とな っ
た偏 りのあ る養育態度 を追求す るとい う教育 的 ・臨床的立場か ら出発 してい るので、主 と して
子供 の問題 に重点 が置 かれて いる。従 って、母親 の人間 と してのパー ソナ リテ ィや感情 ・態度
は、子供 との対人 関係形成 の上で重要な役割 を果 たす と考 え られ るにも関わ らず、 ほとん ど問
題 にされて こなか った。 そ こで、本論で は、母子 関係 を母親 の側か ら捉えようとした。それは、
母親 自身 の個性 や発達 ・適応 とい う側面 を取 り入 れて研究 して い くことが、母子 関係の理 解 を
深 めて、 よ りよい親子 関係 を築 いてい くために は必要 であると考えたか らであ る。
本研究 の 目的 は、母親 の感情 と態度が親子 関係形成 において果たす役割を心理学 的 に明 らか
にす.ることであ る。 そのために本論で は母親 の感情 的側面 にっ いて検討 を加 え、 つ いで母親 の
養育態度 について論究 す ることにした。
第1の 目的であ る母親 の感情 にっいての研 究で は、養育初期 の母子関係や育 児態度 に重大 な
影響を及 ぼす母親 の感情 ・気分を とりあげ る。特 に抑 うっ気分 の研究 に注 目 した。母親 の抑 う
つ気分が出産抑 うつ症 と深 く関わ っていることが分 か っているので、母親 とな りっっ ある妊婦
や褥婦 の感情 ・気分 の基礎的性質 にっ いて先行研究 と対応づ けなが らその予防の方策を検討す
る。
第2の 目的であ る母親 の養育態度 にっいての研究 では、 まず、母親 の個性がその重要性 に も
関わ らず養育初期 の親子関係研究 で軽視 されていた ことを、従来の主 要な研 究を例 にと り上 げ
て指摘す る。次 に、母子関係 ・育児態度を より広 い対人関係 の枠組みの中で捉 え る必要が ある
ことを提案 す る。 そ して外向性 と神経症傾 向 とい う母親 のパ ー ソナ リティ要 因を含 んだ新 しい
タイプの育児態度検査 を作成 し、 それを実 際に使用 した調査研究か ら母子関係 にお ける育児態
度の意義 を明 らかに した。
本論文 の構成 は2部 か らなる。第1部 で は、女性 が母親 となる以前か ら妊婦 ・産褥期 にか け
ての感情 についての研究か ら始めて、第H部 の母子関係 における母親 の態度 につ いて の研究 に
進めてい く。
感情 と態度 に は後述 す るよ うに共通の次元 が存在 していて、両者 は密接不可分であることが、
いろいろな領域 で示 されている。従 って、本論文 で は感情 と態度 の問題 を分 けて扱 っているが、
例えば第H部 の母親 の育児態度を調べ る 「育 児 にっいての質問紙」 の項 目 に は、 「くよ くよ し
ますか」「好 きですか」「不安 になる ことが よくあ る」「気に なる」「うん ざ りす る」 「わず らわ
しく感 じる」「楽 しい」「かん しゃくを起 こす」な どとい う感情 ・気分を表す語が含まれていて、
実質的に は感情 の問題 も同時 に扱 っている。
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第1章 で は、養育初期の母 子関係 において、母親 の個性が親子関係や子供 の発 達 ・適応 に重
大な影響 を及 ぼす こ とを強調 して いる。
関連す る先行研究 にお いて は、代表 的な親子関係研究 の育児態度次元がcontro1(統制)と
warmth(暖か さ)で あることを指摘す るに とどま り、母親 の個性の変数を と りあげて いない。
本論で は、育 児態度検査 に回答す る母親 の個性 を考慮 してWiggins(1979)の対 人 モデ ルを乳
幼児 と母親 の関係 に適合す るように修正 した、 よ り広 い対人関係 の枠組み を用 いた育児態度 の
研 究 を提案 した。次 に、養育 初期の母子 関係 や子供 の発達 に影響す る母親 の抑 うつ気分 と出産
抑 うつ症 との関係 にっ いての研究文献 を概観 して、 出産抑 うっ症 を含 めて母親 とな る女性 に関
す る研究 の必要性 を指摘 した。そ して、妊婦 ・産褥期 の感情 ・気分 にっ いての従 来の研究文 献
を概観 した。最後 に、Watson&Tellegen(1985)の気 分 の円環 モ デル とWigginsの対 人 円環
モデルに基づ いて構成 した育児態度 モデルか ら、気分 の構造 と対人的態度 との間 に共通性 のあ
ることを示唆 した。
第1部 の女性 の月経周期 ・妊婦 ・産褥 にともな う感情 の変化 に関す る研究 で は、 まず第2章
で、妊婦 ・出産 に先立つ女 性の月経周期 に ともな う気分 や行動 の変化 を取 り扱 った研究 につ い
て、生理的要因を示唆す る研 究 と心理 的要 因 を強調 す る研究 に分 けて展望 を行 った。 例 えば
Dalton達(1960)を中心 とす る研究 は、生体 の ホルモ ン水 準 の変 化 に ともな って月経前 期 な
い し月経期 に、 その他 の期間 よりも、事故 ・犯罪 ・自殺 などのネガティブな行動 や抑 うっな ど
の気分が高頻 度で起 こることを実証 してい る。 それに対 して、主 と して月経症状 の もっ心理社
会 的要因 を強調す る立場か らの研究者達 は、Dalton達の研究 方法 上 の欠陥 を指摘 し、 彼女 達
の資料を支持 しな い結果を報 告 してい るが、結論 を出す には到 っていな い。 著 者 はSchachter
&Singer(1962)の感情 2要 因認知説 によ って、月経前期 や月経期 におけ る感情 的症 状 にっ
いて説明 を試 みた。続 いて2節 の月経周期 に ともな う気分 の変化 と月経症状 にっいての調査 で
は、「ネガテ ィブな気分 は、 月経前 や月経 中に最高 とな り中間期 で最低 とな るが、 ポ ジテ ィブ
な気分 は逆 に月経前 と月経中 に最低 とな り中間期 に最 高 とな るだ ろ う」 と予 測 して、Nowlis
(1965)のMACLを用 いて6名 の女子大学生で調査 目的を知 らせずに調査 をお こな った。 結 果
は、個入差が大 き くて気分の変化 に月経周期 に ともな う一貫 した傾 向 は見 られず、正 常な女性
で は外的刺激 の影響 の方が大 きいと考察 した(調 査1)。 また 「internalでstablesでglobalな
原因帰慮 ス タイルを示す女性 は、月経前 や月経 中には行動 や情緒の コン トロールがで きな くな
ると思 うと抑 うつ状態 になる」 と予測 して、36人の女子大学生 にお いてMoosの月経 苦痛 質 問
紙(MDQ)と 原因帰属 ス タイル質問紙 に回答 を求 めたが、結果 は予測 を支 持 しなか った(調
査2)。
第3章 において、「妊婦 ・産 褥期の婦人 の感情 は、不安定 で ネガテ ィブであ る」 とい う多数
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の見方 に対 して 「妊婦 は、環境 その他 の刺激の変化 に対 して大 きな適応性 を もつ」 と して、全
般 的な適応 性 は気分 を測 定す る ことによ って調 べ る ことがで きるので はないか と考 え て、
NoMisのMACLを用いて妊娠期 の婦人 の気分 を調査 して非 妊婦統制群 と比 較 を した。 妊婦 の
気分 につ いての調査3で は、 それ ぞれ妊娠初 期 ・中期 ・後期 の初妊婦群 と経妊婦群の計6群128
入の妊婦群 と統制群38人につ いて比較 したところ、妊婦群 は、統制群 よ りも 「のん きさ」、 「疲
労」、「社 会的愛情」の気分得点が高 く、「悲 しさ」 が低 く、 と くに妊娠 初期群 は、 「疲 労」 と
「社会的愛情」が高 く、妊娠初期群 と中期群 は、「悲 しさ」 が低 くな って い る ことが示 され た。
妊婦 は、 眠 さ ・だるさ ・疲れ を訴え る 「疲労」 は大 きい ものの、統制 群 よ りも特 に妊娠中期 に
は気分 が ポジティブで安定 して いた。
産褥期 の気分 については、 「出産 による急激な生理 的変化 に続 いて心 理 的社会 的再 適応 が要
求 され るので ネガティブで不安定 であろ う」 という予測のもとに、産褥1日 目か ら5日 間 に渡 っ
てMACLに たい して回答を求 め、産褥期 の産婦群(初 産 婦20人と経 産婦21人)と 妊 娠 中期 の
妊婦群21人や非妊婦統制群18人における5日 間の気 分の平均値 との比較 を した。産褥 期 の婦 人
達 は妊婦群 に較べて、「攻撃」 と 「悲 しさ」 の気分 が低 く、「社会的愛情」 が高 く、統制群 に較
べて、「不安」 「集中」 と 「社会的愛情」の高 いことが示 された(調 査4)。 褥 婦群 の気 分 が ネ
ガテ ィブになるとは言えないとい う結果 は、調査者 がメデ ィカルスタ ッフで、回答者 に遠慮 や
社会的望 ま しさの意識が働 いたので はないか と考 えた。 また、産褥2日 目か らの母児同室 の影
響 も調べ よ うとして、「産婦 の気分 の研究 を して いる心 理学者」 が、 前 回 と同 じ条件 で母 児 異
室の病院で調査を行 った。結 果 は、母児異室条件 の褥婦40人(K群)の 方 が母児 同室条件 の41
人(D群)よ りも産褥1日 目か ら3日 目の 「のん きさ」が高 い他 は差が見 られず、 両群 ともに
「攻撃」「悲 しさ」「利 己的」の気分が低 い レベルであ った。 また、K群 はD群 よ り も 「集 中」
と 「のん きさ」を除 いて5日 間の気分 の変動が小 さか った。 これ らの ことか ら、褥婦 の気分 は
初産婦群 の産褥1日 目の 「不安」 が高 いのを除 いて、最初の予 測 とは異 な って比較 的ポ ジテ ィ
ブで安定 していると結論づけた(調 査5)。妊婦 と産婦 に対 してMACLを 用 いて行 った調 査 に
おいて 「妊産婦の気分はネガテ ィブとは言 えない」 とす る結果 を得 たので、更 に妊娠 ・出産 の
経過 を通 して、同一の質問紙 を用 いて、妊娠初期群 ・中期群 ・後 期群 各40名ずつ で計120名の
妊婦 と産褥2日 目群100名・産褥5日 目118名・産後1ヵ 月群99名で計218名の産婦 と統制群75名
の婦人の合計512名の被験者 を対象 に調査 を進めて、妊産婦 の気 分 の構 造 を探 って み た。 結 果
は数量化 皿類 によって処理 されたが、第1根 は快 一不快 で第2根 は覚醒水準 の低下で ある と解
釈された。第1根 を横軸に第2根 を縦軸 に して7群 それぞれのサ ンプル得点の平均値 をプ ロッ
トして比較 した ところ、覚醒水準 について は妊娠初期群 の覚醒水準が産後1カ 月群や統制群 よ
り低下 して いる他 にはっきり した差 は見 られなか った。 しか し、明 らか に統制 群 と妊娠初期群
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の2群 が妊娠 中期 ・後期 ・産褥2日 目 ・産褥5日 目 ・産後1ヵ 月群 に較 べて不快 の方 に偏 って
い ることが分 か り、妊産婦 は基本 的に平常 よ りも不快で はな い気 分状態 にあ るとい うことが再
び確かあ られた(調 査6)。
第4章 の産 褥期の泣 きと気分 にっいては、欧米 の文献で は出産 直後約2週 間に半数 か ら3分
の2と い う多 くの婦入 に、産褥憂 うつ症 と呼 ばれ る抑 うつ とその典型 的症 状 と して泣 き叫 び
(crying)が見 られる としている報告があ るが、 日本 で はそれ ほ ど多 くの褥 婦 に泣 きが見 られ
るとは思 われな いので、産褥期 の気分 と合 わせて調査 した。結果 は、産褥期平均5日 間の入 院
中に泣 いた褥婦 は915名中177名の19.3%であ り、退院後の1週 間を含 めて も22.9%であ った。 泣
かない群 に較 べて泣いた群 は出産経験が少 な く、月経期間が長 く、分娩異 常 が多 く、 「出産苦
しか った」「家族 の協力がな い」「子 ど もを うま く扱え ない」 「神経質で あ る」 とす る回答 が多
い。 出産直後 に産婦 の泣 きが増加す る現象 には、女 性 ホルモ ン水準 の急激 な変化 が深 く関 わ っ
てい るとされてい るが、欧米 の産婦 と同 じホルモ ン変化を起 こ しているはず の日本 の産婦 の泣
く頻度 が少 ない ことか ら、泣 きには社会的文化的背景や環境条件 によるス トレスの差 などの影
響が大 きい と考 えた。 出産直後 に泣 いた理 由と して 「うれ しくてホ ッ トして」 とい うのが他 の
時期 よ り多 い。産褥期入院 中の気分 は統制群 に較 べて 「イ ライ ラ」 を感 じる人 が少 な く、 「親
切で思 いや り」 や 「よい気分」 を感 じた とす る人 が多 く、抑 うつ的で ネガテ ィブとは言えな い
こ とが、 ここで もくり返 し示 されて いる。 自分の内部 でお こっている出産後の生理的変化を ど
のよ うな具体 的気分 として感 じ、泣 くとい う具体 的行動 となるのかには、各人の変化 に対 す る
認知が深 く関 わ っている ことをSchachter達の感情 の2要 因説 によって考察 した(調 査7-12)。
第1部 のまとめ として、Morris(1989)の気分 理論 に基づ いて我々の調査 にお いて妊娠 ・
産褥期 の気分が ネガテ ィブとは言えな い結果であ った理 由につ いて考察 した。
第H部 の養育初期 の母親 の態度 に関す る研究で は、 まず第5章 にお いて、母親 に対 す るパ ー
ソナ リテ ィ ・テス トとして最初 の育児態度検査を作成 した背景 と経過 にっいて述 べ売。母親 が
気づ いた我が子 の早期 の異常 な徴候 によって、 障害 の早期発見 を目指 した 「EASYチェ ック リ
ス ト」 の作成 と実用化 に関す る研究 と平行 して育児 態度検査 は試作 された。EASYチェ ック リ
ス トの有効性 を増す ためには、評定を行 う母親 自身 の情報 を得 ることが必要 で あ る と考 え て、
育児態度検査 を作成 した。EASYチェック リス トと同様 に母親 が 自分 の子 ど もにつ いて評 定 を
す る質問紙で あるCarey(1970)のITQにおいて、 自分の子 どもの気質をeasy(扱い やす い)
と回答す る母親 とdifficult(扱いに くい)と 回答す る母親 とは、異 なった特徴 を示 す ことが実
証 されて いるか らで ある。 そ こで まず、母親 のパー ソナ リテ ィを知 る目的で神経症傾 向 と外 向
性の2尺 度か らなるEysenckのMPIを参 考 に して30項目の質問紙 を作成 した。 その 際、 乳児
検診 や小児科外来 などにお いて 「母親 か ら気軽 に回答を得るためには、従来のパーソナ リテ ィ ・
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テス トの項 目のままでは警戒 される」 と考えてMPIの項 目を具 体 的育児 行動 ・態 度 に読 みか
えた形式 に した。 そ して、育児態度質問紙 とMPIとに対 して0歳 か ら小 学生 までの子 ど もを
持つ138人の母親か ら回答 を得て、MPIの尺度 との相関 による妥 当性 の検討 を行 った。 また、
内的一貫性や再検査信頼性 につ いて も検討 した。 それか ら、因子分析 を行 ったところ、4因 子
が抽出されたが、 それ らは神経症傾向 と外向性 とい うパー ソナ リテ ィの2要 因 と、拒否的態度
と統制的態度 とい う育児状態 の代表的2要 因であ ると解釈 された(調 査13)。
第6章 で は、作成 した育児態度検査 とEASYチェ ック リス トを実 際 に用 いて、 母 親 の育 児
態度 と我が子 の非定型サ イ ンの知覚 との関係を調査 した。結果 は、 幼稚 園児 の母親166人につ
いての調査(調 査14)において も、3カ 月乳児の母親527人の調 査(調 査15)にお いて も神 経
質傾向や拒否的育児態度 と異常 チェ ック数 には ↓%水 準以上 の有意 な相関が見 られた。つまり、
特別な異常 はな い と思 われ る健常児の母 親で は、神経質傾 向 と拒否的態度の強 い母親 は、我が
子 に対す る異 常 チェ ックが多 いということが示 された。 しか しなが ら、 障害 児 の母親145人に
っ いての調査(調 査16)では、異 常 チェ ック数 と神経質傾向 や拒否的態度 との相関 は全然見 ら
れず、異常チ ェ ック数 と統制的態度や外 向的傾 向 との間にいずれ も統計的 に有意 とは言 えない
が負の相関が示 され た。 また、外向的傾 向得点 には障害児 の母親 と健常児の母 親 との間 に差が
見 られな いが、統 制的態度得点 には両者 に有意差 が見 られ、障害児の母親 の統 制的態度が弱 い
ことが示 された。従 って、 外向性 の強い母親 は、子 ど もの障害を認 めず異 常チ ェ ックを しな い
とい う傾向があ るので はないか と考察 した。
第7章 で は、代表的な育 児態度検査 であ るSchaeferのPARIやCRPBIと現 在 日本 で手 に入
りやす い10種の親 子関係検査 にっいて理論 的背景や採用 されて いる尺度の内容 を検討 した と こ
ろ、warmthとcontrolの次元が いず れの検査で も中心 とな って い るこ とが 明 らかで あ った。
いずれの育児 態度検 査 も、教 育や臨床場面 か ら発生 した子供 の問題 に注 目 して作 成 されて いる
か らである。 そ こで母親 の個性の要 因を含 んだ我 々の育児態度検 査 は、 きわ めて ユ ニー クで、
新 しいタイプの育 児態度検 査 と しての有効性 や可能性 が大 きいと考えた。そ して、最初の30項
目の育児態度検 査か ら、乳 児 と親 とを対象 に した対人関係の モデル に基 づ いて、統制的態度 ・
拒否的態度 ・外 向的傾向 ・神経質傾 向の4尺 度で40項目か らな る改訂版育児 態度検 査を作 成 し
た(調 査17)。次 に、乳児検診児 の母親747人と幼稚 園児 の母親971人で合計1718人の母親か ら回
答 を得て、4尺 度の平均値 と標準 偏差 を求 め、平均値 プ ラス ・マ イナス1標 準 偏差以内の値 を
平均的 とみな し、 それ以上 を高得点者、 それ以下 を低得点者 と して標準 化 した(調 査18)。幼
稚園児の母親466人に対 して 「育児 についての質問紙」 とともにMPIへの回答を求 あたところ、
神経質傾向 とMPIのN得 点 は.62、外向的傾向 とMPIのE得 点 は.60の高 い相 関 が示 され、 両
尺度 の妥 当性 が裏 づ け られた。そ して4尺 度 の内的一貫性 は高 く、185人の幼 稚園 児 の母親 に
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っいて約5ヵ 月後 の再 テス トによ る信頼性 も高 い ことが確か め られた(調 査19)。次 に、 幼稚
園児 の母親115人に対 して、権威主義 的および形式主義的人格 と育 児態 度 との 関係 を調 べ た。
結果 は、 拒否的態度 と形式主義 に1%水 準 で有意 な負 の相関が見 られたが、統制 的態 度 と権 威
主義 およ び形式主義 との相 関 は有意 ではなか った(調 査20)。
第8章 で は、「育児 についての質問紙」 の有効性を確かめ、 あわせ て4尺 度 の妥 当性 を検 討
す ることを 目的 と して、実際 に新 しい育児態度検査 を使 った2調 査 につ いて述べ た。
1節の調査21は、母親の育児 態度 と子 どもの気質 の関係 につ いて、 まず、2幼 稚 園 の271人
の園児 の母親 を対象 に、Careyの9気質 と扱 い易 さについてのおよその印象 を評 価す る質 問紙
と 「育 児 にっいての質問紙」 に回答 を求 めた。子 どもが 「かな り規則的」 「扱 い易 さ は普 通」
「きげん よい」「気 が散 らない」 と評定 した母親 の拒否的態度の平均値 は 「かな り不 規 則」 「扱
いに くい」「どち らとも言 えない」「気 が散 りやす い」 とした母親 よりも低 くな って お り、 「活
動性高 い」 「きげんが よい」「慣 れやすい」「扱いやすい」 とした母親の外 向 的傾 向 は高 く、 母
親 の統制 的態度 は 「かな り規則 的」 とした母親が高 く、「敏感性が中位 」 と した母 親 は低 く、
「きげん よい」「気 が散 らない」「長続 きす る」 と した母親 の神経質傾 向 は低 い こ とが有 意差 を
持 って示 された。
次 に、116人の幼稚 園児 について、受 け持 ちの保母がCareyの質問紙 で、 一 人一 人 の子 ど も
の気質 について評定 した回答 とその子 の母親の育児態度 との関係 を調べ た。保母 によって 「き
げんがよ い」 「気が散 らない」「かな り規則的」「長続 きす る」 と評定 され た子 ど もの母 親 の拒
否的態度 の平均値 は低 く、 「きげんが よい」 「活動性高 い」 とされた子 ど もの母親 の外向的傾向
が高 く、 「かな り規則 的」 とされ た子 ど もの母親 の統制 的態度 は高 く、 「きげんが よい」 とされ
た子 ど もの母親 の神経質傾 向 は低 い ことが示 された。
母親 の 自分 の子 どもの気質 にっいての評定 は、母親 自身の態度 や性格 と関係が あるとい う予
想 が裏 づ け られ、幼稚 園の保母 によ る気質 の評定 とその子の母親 の育児態度 との関係が見 られ
ることか ら、 あ る程 度客観 的な子 どもの気質 と母親 の育児態度 との関係 も裏つれ られた。また、
保母 によ る子 どもの気質 の評定 と母親 の養育態度 との関係 は、母親報告 による子 ど もの気質 と
母親 の養育態 度 との間 に見 られた関係 とかな り一致 してお り、母親達 の回答 の全般的信用性 も
裏づ け られた(調 査22)。
2節の調査23では、 「育児 につ いての質 問紙」の4尺 度 の うち主 と して統制 的態 度 の妥 当性
を検討 す ることを 目的 と して、共感性 ・感受性 ・自己主張性 ・性役割態度 と育児 態度 との関係
を、幼稚 園児 の母親192人か ら質 問紙 に回答 を求 めて調 べてみた。 重回 帰分析 にお いて、 統 制
的態度 は他者 の表 出行動 に対 す る感受性 と平等主義で はない性役割態度 のみで分散 の18.5%が
説 明され ることが示 された。統制 的態度 の強 い母親 は、平等主義的性役割 態度 には賛 成 せず、
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他者 の表出行動 に対する感受性 が大 き く、共感性 も強 い と思 って いる ことが分 か った。 また神
経質傾向には段階的重回帰分析 にお いて有意水準5%を満 たす変 数 は見 られなか ったが・ 外 向
的傾向 は、共感性 と自己主張性 だけで分散 の17.6%が、拒否的態度 は、性役 割態 度 と自己主 張
性 のみで分散の1α3%が説 明され ることが分 か った。っ ま り外向的傾 向の強 い母 親 は共感 性 や
自己主張性が強 く、拒否的傾向の強 い母親 は平等主義的性役割態 度 と自己主張性 が強 い ことが
明 らかにされた。
第9章 では、育児態度検査の応用可能性 を探 る調査をお こな った。1節 の調査24では大 学 生
483人に対 して 「自分の母親 は自分 が幼 い時 にどのよ うに育 てた と思 うか想像 して」 育 児 態 度
検査 に回答を求めた。4尺 度の平均 と標準偏差 は、幼稚 園児 や乳幼児の母親 の得点 と比較 して、
統制的態度 には差が見 られな いが、子 ど もか ら見た母親 の神経質傾 向は3群 間 で1番 高 く、 拒
否的態度 や外向的傾向は1番 低い。大学生が過去の 自分 を育 てた時 の母親 につ いて回答す る形
式 は、4尺 度の回答の ヒス トグラムを見 て もかな り正規分布 に近 く、 内的一貫 性 も高 か った。
従 って、「育児 についての質問紙」 は、少 し形式 を改 めれば子 どもの回答 す る質 問紙 と して も
使用可能で有効性があると思 われた。
2節の調査25では、育 児態度検査 に対 して大学生男女580人か ら 「6ヵ月 く らいの赤 ち ゃん
の親 にな ったっ もりで」 回答 を求あて予期的育児態度 を測定 した。4尺 度 に対す る大学生 の得
点を幼稚園児の母親や乳幼児 の母親 と比較 した ところ、統制的態度 には3群 間で差 が見 られ な
いが、大学生 の得点 は神経質傾向や外 向的傾 向で1番 高 く、拒否的態度 で は幼稚 園児母親 と乳
幼児母親 の中間であった。
4尺度の ヒス トグラムは、外向的傾 向が高 い方 にやや傾 いてい る他 はほぼ正規分布 に近 い型
であ り、 内的一貫性 による信頼係数 は幼稚園児の母親 より高 く、再検査信頼性 もあ ることが示
された。従 って、予期的育児態度 を測定す るのに 「育児 についての質 問紙」 が有効 であ ると考
えた。
3節の調査26は、妊娠中の予期的育児態度か ら出産後iヵ 月の育児態度への変化 と一貫性 を、
23人の妊産婦 について縦断的に調べ た。妊娠中 と出産後 の育児態度検査 において、4尺 度 の う
ち外向的傾向には有意な相関 は見 られ ないが、神 経質傾 向、拒否的態度、統制的態度 は有意 な
相関が見 られ、少な くともこの3尺 度 は予期的育児態度 か ら実際 の育児態度へ の変化 の仕方が
一貫 していることが示 されている。外向的傾向 と統制 的態度 の平均値には変化が見 られないが、
神経質傾向 と拒否的態度 は出産後 に低 くな ってい る。実際 に乳児 の育児をす ることによって予
期的不安が低 くなり、拒否的態度 も弱 くな った と思 われる。
第H部 のまとめとして、母子関係を対 人関係 の枠組 みによって扱 い、育 児態度検 査 に母親 の
パーソナ リティ変数 を取 り入れ ることが有効 である とした。
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第10章で は全体 のま とめ として、対人的態度 と気分の構造 との間には共通性 のあ ることを育
児態度検査尺度 の次元 と妊産婦 の気分 の構造 につ いての調 査結 果 によ って示 した。 また母親 の
適応 ・発達 とい う観点 か ら、母親 となる移行期 としての妊娠 ・出産 ・養育初期 に見 られる感情 ・
気分 と育児態度 の個人差 にっ いて考察 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、妊娠 ・産褥期 における母子関係の形成 に母親 がどのよ うな役割 を果 た しているか
を、性格心理学 の立場か らアプローチ し、母親 の感情 と態度 とが子 ど もとの対人関係 を緊密 に
す るの に重要 な媒介変数 として機能 して いることを明 らかに した ものである。全体 は皿部10章
で構成 され、 この分野 における数少 な い実証 的研 究の成果 が順次 明快 に述べ られ ている。第1
部で は、 女性 が母親 となる前 の妊娠、お よび出産 直後 の産褥期 における母親 の感情的側面 の特
徴 を と らえて いる。 また第H部 で は、母 子関係 を形成 してい く際の母親 の態度 およびその変化
について明確化 した。
養育初 期 の母子関係 において、母親 の個性 が親子 関係 や子供 の発達過程 に大 きい影響 を及 ぼ
す ことを強調 したのが第1章 で ある。 ここで、母親 の個性 の変数 をと りあげて いることが従来
の先行研 究 にはあ ま り見 られない ところであ る。 そのため乳幼児 と母親 との現実 の関係 を適切
に把握 す るための仮説的 な検査 モデルを構築 した。次 いで、母 と子の対人関係を と らえ るため
の幅広 い枠組み設定 が これ によって可能 とな ることを示唆 した。 さ らに、 養育初 期の母子 関係
や子供 の発達 に影響 す る諸要因を先 行研 究か ら抽 出 ・検討 し、論者の研究を方向づ ける試 み を
行 ってい る。
第1部 は第2章 か ら第4章 までで構成 された実証研究 の報告で ある。 ここで は、女性 の月経
周期 ・妊娠 ・産褥 にともな う感情 の変化 に留意 し、 それ をど うと らえ るか、 また、 それが従来
の知見 を裏 づ ける結 果 となってい るか どうかを解 明す るため、論者 は緻密な資料収集を行 った。
第2章 で は、 妊娠 ・出産 に先立 っ、女性 の月経周期 に関連 した気分 や行動の変化 を検討 した。
月経前期 や月経期 における多様 な感情状態を説 明す るのに、Schachter&Singer(1962)の感
情 の2要 因認知説 を適 用す ることがかな りの程度有効であ ると した。 つ まり、実 際に得 られた
調 査結果 に は、対象者 間で比較 的共通 の傾 向は認 め られなか ったため、 このよ うな個人差 を生
み出す環境事 態 と、 それ につ いての個人 の認知 の様態 につ いて考察 を加 え るのに、上記学説 は
有効 で あ ると した。
第3章 で は、妊娠 ・産褥期 にあ る女性 の感情 の気分的側面 を、気分調査表 を用 いて詳細 に検
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討 した。 この調 査か ら得 られた興味深 い結 果 は、1妊婦 は、「疲労感」 は大 きい もの の、 必 ず し
も否定 的気分 の状態 にあ るわけで はな く、妊娠 中期に代表 されるように、気分 はむ しろポジティ
ブで安定 してい ることであ った。 また、産褥 期の気分 にっ いて も同様 に、比較的 ポ ジテ ィブで
安定 して いると結論 づ けている。 さ らに、妊婦 と産婦 の気分が時間の経過 につ れてどのよ うに
変化す るかを詳細 に調 べた ところ、妊産婦 が、不快で はな い気分状態 にあ ることを確認 した と
述べ てい る。 こう した知見 は、妊産婦の感情 について これ まで一般 に言 われて きた見解 に再考
を促す契機 となる ものである。
第4章 は、母 と子 の間で行 われる初期の感 情交流 の様態 をと らえ るため、産褥期 の泣 きと気
分 につ いて調 べた ものである。泣 きは産褥憂 うっ症 と呼ばれ る抑 うっに よ く見 られ るとされ、
これが母 と子 との関係成立 にどのよ うな影響 を及 ぼ しているのかを検 討 しようと した。面接 と
調査 の結果 は、約20%の産婦 に泣 きを認 めた。 この数字 は欧米めそれ と比 べて低 か った ことか
ら、泣 きには生理 的要 因よ りも社会的文化 的背景 や環境条件 の方がその規定 因 と して はよ り重
要 である と指摘 した。
第H部 で は養育初期 の母親 の態度 に関す る実証 的研究の結果を、第5章 か ら第9章 に亘 って
報告 してい る。第5章 において、関連 す る一連 の研究 を遂行す るための検査器具 を案 出す る必
要性 が述 べ られ、 その結果得 られ たのが育児 態度検査で あった。 これに よって母親 自身 が子 ど
もにど う接 しているのかを、直接聞 き出す ことができるようにな ったわけであ り、母親 が自分
の子 ど もにつ いて評定 をす る既存 の検査 と併 用す ることによ り、母親 の態度 的側面 をよ りよ く
捉 え られ るよ うにな った と言え よう。
第6章 で は、育児態度検査 とEASYチェ ック リス トを実際 に用 いて、 母親 の育 児 態度 と我
が子が示す行動的 なサイ ンを母親が どう知覚 しているか とい うこととの関係 を調査 した。結果
か ら分か った ことは、母親が我が子 に異常 チ ェックをどの程度示すかにっ いてみると、健常児
の場合 は、母親 の人格変数や拒否的育児態度 にかな りの程度規定 されてい ること、 しか し障害
児の場合 には、 その よ うな関係が認 め られない ことであ った。
第7章 で はまず初 めに、30項目か ら成 る当初 の育児態度検査 に詳細 な検討 を加 えている。 そ
れ は、単 に教育や臨床場面で適 用可能 な ものに留 ま らず、 日常 的な場面 での母親 の育児態度 を
幅広 く検 出で きる、新 しい育児 態度検査 を開発す る必要 があ ったためであ った。 こうして作成
したのが改訂版育 児態度検査 であ った。 これ は,乳児 と親 とを対象 に した対人 関係 のモ デル に
もとつ くもので、 統制的態度 ・拒否 的態度 ・外向的傾向 ・神経質傾向の4尺 度、40項目か ら成 っ
てい る。 引 き続 いて、 この検査 の妥 当性 と信頼性 とを精査 し、標準化 の達成 に成 功 した。
次 に、 この新 しい育児態度検査 を使 って調査 を行 い、 その結果 を述 べた のが第8章 で あ る。
まず、母親 の育児 態度 と子 どもの気質 との関係 にっいて、幼稚園児 の母親 を対 象 に した調査 を
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行 った。 ここでの主 なね らいは、母親 の態度 がその性格変数 とど う関係 して いるかを浮 き彫 り
にす る ことで あ った。 また、幼稚園児 の保母 にも調査範囲 を広 げ、園児 の母 親 の育 児態 度 を、
異 な るパ ースペ クテ ィブか らとらえる試 みを行 ってい る。 さ らに、母親が 自分 の子 ど もの気質
をど うとらえているかを調査 し、母親 自身の態度 や性格 が ここで も子 ど もの気質 の評定 に大 き
く関 わ ることを明 らかに した。 こうした一連 の調査 が示唆 しているのは、母親の性格的変数 が、
育児態度 だけでな く、 自分 の子 ど もの気質的な面 の理解 にまで関係 していることで あった。 こ
れ らは、母子 間の好 ま しい対人関係形成 の基礎 的構造 を解明す る重要 な手がか りとなる もので
あ る。
第9章 では、育児態度検査 の対象者を、妊産婦 だけでな く、女子大学生へ も押 し広 げて この
検査 の応用可能 な範囲 を探 る調査 を行 っている。 こう した調査 の意義 は、女性が母親 となって
い く際の心理 的な過程 を詳細 に追跡す るための重要 な手 がか りを得 ることにあるわけで、論者
の一連 の研究 を締 め くくるにふ さわ しい内容 とな ってい る。 ここでは、 まず、大学生 に自分 の
過去 を振 り返 って も らい、母親 が 自分 をどのよ うに育 てたかを判 断させ た。 また、大学生男女
にたい して、 「6ヵ月 くらいの赤 ちゃんの親 にな ったっ もりで」 回答 を求 め る調査 も行 った。
これ は予期 的育児態度 を調 べ る手法 と言 えるわ けであ り、 これ らの結果 は、 いず れ も論者が案
出 した育児態 度検査 の適用範 囲が大 きい ことを示唆す るものであ った。
最終章 において は、母親 自身 の適応 ・発達 という観 点か ら、女性 が母親 となる移行期 として
の妊娠 ・出産 ・養育 初期 にお ける感情 ・気分 と育児 態度の個人差 にっ いて考察 した。 その際 に
重視 した要因が抑 うっ状態で ある。 そ して、 これ らが母親 と子 どもとの良好 な関係形成 の阻害
要 因 とな る可能性が高 いことか ら、母親 の抑 うつ状態の発生 因を検討 し、 その予防 のための心
理学的な資源 にっ いて も論 及 した。
調査 の形態 だけで な く、結果の様相 はかな り込 み入 ったものであ る。従 って、 それ らの説 明
や考察 には、 さ らにい っそ うの検討 が望 まれ る論文で はあるが、調査 は綿密 に行 われ、 その成
果 には評価で きる部分が少 な くない。組織 的検討 の少 ないこの種 の課題 に対 し、 これ らの成 果
は斯界 に寄与す る ところ大で ある。
よ って、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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